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気
候
変
動
へ
の
対
策
が
急
務
　

　
リ
ス
ク
を
チ
ャ
ン
ス
に
日
本
農
業

　
地
球
温
暖
化
の
進
行
な
ど
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
は
、
人
々
の
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と

り
わ
け
、
食
料
生
産
の
農
業
分
野
の
リ
ス
ク
が
大
き
い
こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ
、
気
候
変
動
へ
の
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
農
業

を
専
門
と
す
る
研
究
員
で
あ
る
前
田
佳
栄
さ
ん
は
「
チ
ャ
ン
ス
」
に
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。（
編
集
部
）

　

昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
は
、

気
候
変
動
の
予
測
に
取
り
組
ん
だ
真

鍋
淑
郎
・
米
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
上
席

研
究
員
ら
３
人
に
贈
ら
れ
た
。

　

地
球
大
気
の
物
理
モ
デ
ル
の
開
発

に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
上
昇

が
地
球
温
暖
化
に
つ
な
が
る
と
い

う
、
現
在
に
つ
な
が
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
基
礎
を
確
立
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

昨
年
９
月
に
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

（Intergovernm
ental Panel on 

Clim
ate Change

：
国
連
気
候
変
動

に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
が
公
開

し
た
最
新
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
大

気
中
の
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
は
、
２

０
１
９
年
に
４
１
０
ｐ
ｐ
ｍ
に
達
し

た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
値
を
産
業
革
命
以
前
（
１
８
５

０
～
１
９
０
０
年
）
の
水
準
と
比
べ

る
と
、
実
に
約
47
％
も
上
昇
し
た
こ

と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
２
０
１
１
～
２
０
２
０

年
の
世
界
平
均
気
温
は
、
産
業
革
命

以
前
と
比
べ
る
と
、
１
・
09
度
も
高

く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
報
告
書
で
は
、
今
後
の
気
温

予
測
と
し
て
五
つ
の
シ
ナ
リ
オ
が
提

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ナ

リ
オ
に
基
づ
く
予
測
に
よ
れ
ば
、
産

業
革
命
以
前
と
比
べ
た
今
世
紀
末

（
２
０
８
１
～
２
１
０
０
年
）
の
世

界
平
均
気
温
の
上
昇
幅
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
の
排
出
が
非
常

に
少
な
く
、
温
暖
化
を
抑
え
た
シ
ナ

リ
オ
（
Ｓ
Ｓ
Ｐ
１
～
１
・
９
）
で
あ

っ
て
も
１
・
０
～
１
・
８
度
、
Ｇ
Ｈ

Ｇ
排
出
が
非
常
に
多
く
、
温
暖
化
が

進
行
し
た
シ
ナ
リ
オ
（
Ｓ
Ｓ
Ｐ
５
～

８
・
５
）
で
は
、
３
・
３
～
５
・
７

度
も
高
く
な
る
可
能
性
が
非
常
に
高

い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

既
に
、
温
暖
化
に
よ
り
、
降
水
パ

タ
ー
ン
の
変
化
、
干
ば
つ
、
熱
波
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
気
象
現
象
の
変
化

が
発
生
し
て
い
る
。

　

国
内
の
降
水
パ
タ
ー
ン
に
目
を
向

け
る
と
、
日
降
水
量
が
１
０
０
ミ
リ

以
上
の
大
雨
の
日
数
が
増
加
す
る
一

方
、
日
降
水
量
１
・
０
ミ
リ
以
上
の

日
数
は
減
少
す
る
傾
向
が
確
認
で
き

る
。
大
雨
の
頻
度
が
増
え
る
半
面
、

弱
い
降
水
も
含
め
た
降
水
の
日
数
は

減
少
す
る
と
い
う
、
極
端
な
特
徴
が

表
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
温
暖
化
の
状
況
次
第
で

は
、
こ
う
し
た
気
候
変
動
に
よ
る
影

響
が
さ
ら
に
激
化
す
る
恐
れ
が
あ
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乳
部
に
亀
裂
が
あ
る
胴
割
粒
な
ど
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
果
樹
で
は
、
強

日
射
に
よ
る
果
実
の
日
焼
け
、
高
温

に
よ
る
ブ
ド
ウ
や
リ
ン
ゴ
の
着
色
不

良
・
着
色
遅
延
、
果
実
肥
大
期
の
高

温
・
多
雨
に
よ
る
う
ん
し
ゅ
う
み
か

ん
の
浮
皮
（
果
皮
と
果
肉
の
分
離
に

よ
る
品
質
低
下
）
な
ど
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
気
温
上
昇
の
よ
う
な
連
続

的
な
変
化
（
定
常
変
化
）

の
影
響
に
加
え
、
特
定

の
地
点
と
時
期
に
お
い

て
ま
れ
に
し
か
起
こ
ら

な
い
極
端
な
気
象
現
象

（
極
端
現
象
）
の
影
響
も

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
台
風
や
ゲ
リ

ラ
豪
雨
な
ど
に
よ
る
農

産
物
の
被
害
が
相
次
い

で
い
る
。
風
に
よ
る
落

下
、
泥
水
へ
の
浸
水
な

ど
に
よ
り
、
収
穫
直
前

に
農
産
物
の
商
品
価
値

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

　

ま
た
、
圃ほ

じ
ょ
う場

設
備
の
損
傷
や
、
果

樹
の
樹
体
生
理
の
変
化
に
よ
り
、
翌

年
の
作
付
け
に
ま
で
影
響
を
き
た
す

こ
と
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
気
候
変
動
に
よ
る
リ

ス
ク
は
甚
大
で
あ
る
。

　

た
だ
、
負
の
側
面
だ
け
で
は
な
く
、

「
気
候
変
動
に
よ
る
チ
ャ
ン
ス
」
に

も
目
を
向
け
る
べ
き
だ
。
チ
ャ
ン
ス

を
生
か
し
た
例
と
し
て
、
農
研
機
構 

九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研

究
を
紹
介
し
た
い
。

　

多
年
草
で
あ
る
水
稲
は
、
１
回
目

の
収
穫
後
の
切
り
株
か
ら
「
ひ
こ
ば

え
」
と
い
う
新
し
い
芽
が
出
て
く
る
。

こ
れ
ま
で
は
芽
が
成
長
す
る
前
に
冬

を
迎
え
て
い
た
が
、
気
温
が
上
昇
す

る
と
生
育
期
間
が
延
び
る
た
め
、
通

常
の
収
穫
に
加
え
て
、
ひ
こ
ば
え
か

ら
成
長
し
た
稲
も
収
穫
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

　

研
究
で
は
、
同
じ
株
か
ら
１
年
に

２
回
収
穫
す
る
２
期
作
を
実
現
し
、

る
。
地
球
温
暖
化
は
、
今
や
一
刻
を

争
う
課
題
な
の
だ
。

　

農
業
で
は
、
気
候
変
動
に
よ
り
、

作
物
の
生
育
障
害
や
品
質
の
低
下
と

い
っ
た
影
響
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
コ
メ
で
は
、
で
ん
粉
の

蓄
積
が
不
十
分
と
な
り
コ
メ
粒
が
白

く
濁
っ
て
み
え
る
白
未
熟
粒
や
、
胚

影
響
が
顕
在
化
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試
験
圃
場
レ
ベ
ル
で
お
よ
そ
１
・
５

ト
ン
／
10
ア
ー
ル
の
超
多
収
を
達
成

し
た
。
従
来
の
収
量
は
、
多
収
品
種

を
用
い
た
優
良
事
例
で
あ
っ
て
も
８

０
０
キ
ロ
／
10
ア
ー
ル
で
あ
る
た
め
、

そ
の
２
倍
近
く
の
収
量
を
実
現
で
き

て
い
る
。
日
本
の
技
術
力
を
生
か
し

て
、
し
た
た
か
に
適
応
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
生
産
性
や
品
質
を
向
上

さ
せ
、
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

農
業
で
は
、
深
刻
化
す
る
収
量
や

品
質
の
低
下
に
対
し
て
、
栽
培
技
術

の
工
夫
・
改
良
と
い
う
適
応
策
を
採

っ
て
い
る
。
品
種
改
良
に
よ
る
高
温

や
乾
燥
に
対
す
る
耐
性
の
付
与
、
作

付
時
期
の
変
更
に
よ
る
高
温
の
回
避

な
ど
の
打
ち
手
に
よ
り
、
環
境
の
変

化
に
対
応
し
た
栽
培
方
法
を
編
み
出

し
て
い
る
。

　

ブ
ド
ウ
で
は
、
近
年
、
特
に
巨
峰

や
ピ
オ
ー
ネ
な
ど
の
黒
系
品
種
に
お

い
て
、
成
熟
期
の
高
温
に
よ
る
着
色

不
良
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
果
房
全

体
が
赤
い
ま
ま
で
黒
色
に
な
ら
な
い

「
赤あ

か
う熟

れ
」
と
呼
ば
れ
る
症
状
が
発

生
し
、
商
品
の
価
値
が
下
が
っ
て
し

ま
う
。

　

現
場
で
は
、
ハ
ウ
ス
な
ど
で
促
成

栽
培
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
成
熟
期

を
前
倒
し
し
、
成
熟
期
と
高

温
期
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
方
法
、
樹
皮
の
数
ミ
リ

～
１
セ
ン
チ
程
度
を
環
状
に

剥
ぎ
取
り
、
果
実
に
糖
を
蓄

積
さ
せ
る
こ
と
で
着
色
を
促

進
す
る
「
環
状
剝
皮
」
と
呼

ば
れ
る
技
術
な
ど
が
対
策
と

し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ま
た
高
温
環
境
で

も
着
色
が
良
好
な
「
グ
ロ
ー

ス
ク
ロ
ー
ネ
」「
涼
香
（
す

ず
か
）」
と
い
っ
た
着
色
不

良
に
強
い
新
品
種
の
開
発
も

進
ん
で
お
り
、
巨
峰
や
ピ
オ
ー
ネ
か

ら
こ
う
し
た
品
種
へ
切
り
替
え
る
動

き
が
み
ら
れ
て
い
る
。
品
質
の
高
い

農
産
物
を
生
産
し
続
け
る
た
め
、
こ

う
し
た
栽
培
技
術
の
蓄
積
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
気
温
の
上
昇

が
続
け
ば
、
栽
培
方
法
の
工
夫
・
改

良
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
く
な
る

事
態
も
想
定
さ
れ
る
。

　

既
に
、
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
、
リ

ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
モ
モ
、
オ
ウ
ト
ウ

な
ど
、
一
部
の
果
樹
で
既
存
の
主
要

産
地
が
栽
培
適
地
で
は
な
く
な
る
可

能
性
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
時
に
は
、
環
境
の
変
化
に
合

わ
せ
て
作
付
け
す
る
品
目
を
見
直
す

「
品
目
転
換
」
と
い
う
選
択
肢
も
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

例
え
ば
、「
今
、
山
梨
県
で
ブ
ド

ウ
を
栽
培
し
て
い
る
農
業
者
が
、
気

温
が
上
昇
し
た
２
０
Ｘ
Ｘ
年
を
境
に

マ
ン
ゴ
ー
を
栽
培
し
始
め
る
」
と
い

っ
た
大
胆
な
変
化
ま
で
想
定
す
る
必

醸造用のブドウ「甲州」種の説明を受ける参加者＝2018
年 11月、山梨県笛吹市

品
目
転
換

栽
培
技
術
の
工
夫
・
改
良
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要
が
あ
る
。

　

実
際
に
品
目
転
換
を
行
う
場
合
、

現
在
の
対
策
の
延
長
線
上
に
は
な

い
、
非
連
続
な
変
化
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
農
業
者
は
、
栽
培

技
術
の
蓄
積
、
新
規
の
設
備
や
機
械

の
導
入
の
た
め
の
資
金
調
達
、
販
売

計
画
の
立
案
・
販
売
先
の
探
索
な
ど

が
必
要
と
な
り
、
新
規
就
農
に
近
い

ハ
ー
ド
ル
に
直
面
す
る
こ
と
に
な

る
。
経
営
が
安
定
せ
ず
、
農
業
を
続

け
ら
れ
な
い
人
も
出
て
く
る
だ
ろ

う
。

　

農
業
経
営
が
う
ま
く
い
か
な
く
な

る
と
、
農
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

（
供
給
網
）
全
体
に
影
響
が
出
る
。

上
流
の
農
機
や
資
材
の
メ
ー
カ
ー
は

顧
客
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
下
流
の

流
通
や
小
売
・
食
品
産
業
で
は
仕
入

れ
先
や
ル
ー
ト
の
変
更
な
ど
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
離
農
者
の

増
加
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
と

い
っ
た
地
域
の
課
題
も
危
惧
さ
れ

る
。

　

気
候
変
動
へ
の
対
策
は
、
農
業
者

任
せ
で
は
な
く
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
で
向
き
合
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

農
業
・
食
品
関
連
産
業
に
加
え
、

自
治
体
、
研
究
機
関
、
金
融
機
関
な

ど
の
地
域
の
機
関
の
役
割
も
大
き

い
。
最
近
で
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
下
流
の
企
業
が
、
上
流
側
に
ま
で

目
を
向
け
、
共
に
対
策
を
検
討
し
て

い
く
ケ
ー
ス
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
サ

ッ
ポ
ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
気

候
変
動
へ
の
適
応
の
た
め
、
ビ
ー
ル

の
原
料
で
あ
る
大
麦
・
ホ
ッ
プ
の
新

品
種
開
発
を
進
め
、
２
０
３
５
年
ま

で
に
国
内
で
の
実
用
化
を
目
指
す
と

発
表
し
て
い
る
。

　

農
業
現
場
で
は
毎
年
気
候
変
動
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
る
が
、
対

症
療
法
で
の
対
策
に
は
限
り
が
あ

る
。
大
き
な
リ
ス
ク
に
直
面
す
る
今

こ
そ
、
国
内
の
総
力
を
結
集
し
、
気

候
変
動
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
攻
め

の
対
策
が
必
要
だ
。

地
域
全
体
で
の
対
策

【
筆
者
略
歴
】

　

前
田　

佳
栄
（
ま
え
だ
・
よ
し
え
）

さ
ん

　

１
９
９
２
年
、
富
山
県
生
ま
れ
。

２
０
１
７
年
、
東
京
大
大
学
院
農
学

生
命
科
学
研
究
科
応
用
生
命
工
学
専

攻
修
了
（
16
年
度
農
学
生
命
科
学
研

究
科
修
士
課
程
総
代
）。
学
生
時
代

は
植
物
を
対
象
と
す
る
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
関
連
の
研
究
を
行
う
。
実

家
は
カ
ブ
の
契
約
栽
培
を
行
う
兼
業

農
家
で
、
夏
休
み
な
ど
に
帰
省
し
農

作
業
に
汗
を
流
し
て
い
る
。
現
在
、

日
本
総
研
農
業
チ
ー
ム
所
属

筆者近影＝富山県の実家の畑


